
 私たち千代川中学校女子バレーボール部は、３年生４名、２年生３名、１年生６名で日々練習に励んでいま
す。最後の総体では、目標であった県大会出場は達成できませんでしたが、新人戦でも素直な気持ちを忘
れず、そして努力を忘れずに、練習を積んで県大会出場を目指します。また、応援、協力をしてくださる方に
感謝の気持ちを忘れず頑張っていきたいと思います。

　
さ
て
、
７
月
８
月
は
夏
ま
つ
り
の

季
節
で
す
。

　
本
市
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
連
合
渡
御
を
は
じ
め
、

千
人
お
ど
り
や
花
火
大
会
な
ど
の
下

妻
ま
つ
り
の
ほ
か
、
多
く
の
地
域
で

は
神
輿
な
ど
の
伝
統
的
な
ま
つ
り
で

賑
い
を
み
せ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。

　
今
日
で
は
社
会
環
境
の
多
様
化
に

よ
り
、
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
が
希

薄
化
し
て
い
る
中
、
地
域
に
お
け
る

伝
統
的
な
ま
つ
り
は
、
地
域
へ
の
誇

り
や
愛
着
、
貢
献
意
識
な
ど
地
域
の

活
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
住
民
同

士
の
信
頼
関
係
が
醸
成
さ
れ
、
地
域

の
見
守
り
効
果
が
期
待
で
き
る
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
の
ま
つ
り
は
、
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
し
、
子

ど
も
の
郷
土
愛
を
育
て
、
地
域
で
高

齢
者
を
支
え
て
い
く
上
で
、
ま
す
ま

す
重
要
な
行
事
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
つ
り
を
通
し
て
、
は
じ
め
は
小

さ
な
地
域
の
活
力
が
市
内
に
伝
播
し
、

い
つ
か
大
き
な
力
と
な
っ
て
本
市
が

一
層
元
気
の
あ
る
ま
ち
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
全
国
市
議
会
議

長
会
定
期
総
会
及
び
茨
城
県
市
議

会
議
長
会
定
例
会
に
お
い
て
、
議

員
活
動
を
通
じ
て
、
永
年
地
方
自

治
の
発
展
と
市
政
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◇
全
国
市
議
会
議
長
会

　
○
20
年
以
上
勤
続

　
　飯
塚

　薫
（
前
議
員
）

　
○
10
年
以
上
勤
続

    

　原
部

　司

◇
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
○
８
年
以
上
勤
続

　
　廣
瀬

　榮

　
　斯
波

　元
気

10

議会を傍聴しませんか
市議会では皆様の傍聴をお待ちしています。傍聴は、
市議会活動に触れる良い機会です。自分が選んだ議
員の活動や市政の方針などを知ることができます。
傍聴をご希望の方は、議会開催日に本庁舎３階議場
までお越しください。
また、本会議開催中は、本庁舎１階市民ホールのモ
ニターで中継を行っています。

次回の市議会だよりの発行は
11 月 10 日（木）の予定です。
議会だよりへのご意見などご
ざいましたら、下記連絡先ま
でお寄せください。

　問合せ先
議会事務局 （0296）4 3 －2 1 1 1
　　　　　　  （内線 1111・1112）

〈下妻市役所ホームページ〉http://www.city.shimotsuma.lg.jp/
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永
年
勤
続
議
員
表
彰

  

第
20
回
鬼
怒
川
流
域
交
流
Ｅ
ボ
ー

ト
大
会
茨
城
県
大
会
が
５
月
15
日

行
わ
れ
、
下
妻
市
議
会
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
発
揮
し
健
闘
し
ま
し
た
が
、
決

勝
進
出
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

非
常
に
暑
い
日
で
し
た
が
、
水
上

で
の
爽
快
さ
と
ス
ピ
ー
ド
感
に
充

実
感
を
得
ま
し
た
。  

  

ま
た
、
２
０
１
９
年
に
茨
城
県
で

開
催
さ
れ
る
『
い
き
い
き
茨
城
ゆ

め
国
体
』
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
イ
バ
ラ
ッ
キ
ー
」
も
登

場
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

Ｅ
ボ
ー
ト
大
会
出
場
！

心 ・ 技 ・ 体  全 員 バ レ ー

次 回 第 3 回 定 例 会 予 定
日　　　　　　程曜日月　日

本　会　議
開　　　会
　（会期の決定・諸報告・議案上程、説明）

水9月 7日

本　会　議（議案質疑）
木9月 8日

　常任委員会（総務委員会・文教厚生委員会）
休　会
　常任委員会（経済建設委員会）金9月 9日
休　会
　予算特別委員会（補正予算）
　決算特別委員会

月9月12日

休　会
　決算特別委員会火9月13日

休　会
　決算特別委員会水9月14日

本　会　議（一般質問）木9月15日

本　会　議（一般質問）金9月16日
本　会　議
　（議案及び請願・陳情に対する委員長報告
　　質疑・討論・採決）
閉　　　会

水9月21日

※日程は都合により変更になる場合があります。



しもつま市議会だより３ 第２０７号 ２

一　般　質　問 平成28年第2回定例会

人　事　議　案
人権擁護委員の推薦に関し意見を求めること
について

人権擁護委員に藏持薫氏を推薦することについて議会の意見を求め
るもの

議員提出議案等
TPP協定の国会批准をしないことを求める意
見書について

国会決議に違反するTPP承認案を撤回するよう努めることを求める
意見書を国に提出するもの

請　　　　　願
TPP協定を国会で批准しないことを求める請
願

別居・離婚後の親子の断絶を防止する法整備
に関する請願書

県及び、県内関係自治体に、「日本原電に対
して、東海第二原発の運転期間20年延長の申
請をしないように求める行動を要請する意見
書」を提出ることを求める請願書

国会決議に違反するTPP承認案を撤回するよう努めることを求める
もの

別居・離婚後の親子が実効性のある面会交流が可能となるよう速や
かに法整備を講じるように国の関係機関に求めるもの

日本原電に改正原子炉等規制法（略称）の運転期間40年規定を遵守
するように求め、東海第二原発の運転期間20年延長の申請をしない
ように日本原電に求めるもの

平成 2 8年第 2回定例会議決一覧表
事件の番号  件　　　　　名 内　　　　　　　容

専決処分の報告について「損害賠償について」

平成27年度下妻市一般会計繰越明許費繰越計
算について

平成27年度下妻市下水道事業特別会計繰越明
許費繰越計算について

一般財団法人下妻市開発公社平成27年度経営
状況報告について

専決処分の承認を求めることについて「下妻
市市税条例等の一部改正について」

専決処分の承認を求めることについて「下妻
市国民健康保険税条例の一部改正について」

下妻市医療福祉費支給に関する条例の一部改
正について

市道路線の認定について

平成28年度下妻市一般会計補正予算（第1号）
について

市有車の交通事故に関し示談が成立したため、損害賠償金の支払
いについて専決処分したもの

平成28年第１回定例会において、年金生活者等支援臨時福祉給付
金事業など繰越明許の議決をされた事業について、地方自治法施
行令の規定に基づき報告するもの

平成28年第1回定例会において、災害復旧流域下水道負担金など
繰越明許の議決をされた事業について、地方自治法施行令の規定
に基づき報告するもの

ニューつくば下妻工業団地の分譲完了等についての事業内容を地
方自治法に基づき報告するもの

地方税法等の一部改正に伴い、用語を整理するなど下妻市市税条
例等の一部を改正することについて専決処分したもの

地方税法等の一部改正に伴い、国民健康保険税の課税限度額を引
き上げるなど下妻市国民健康保険税条例の一部を改正することに
ついて専決処分したもの

茨城県医療福祉対策実施要領の一部改正に伴い、妊産婦及び小児
の医療福祉費の支給に係る所得制限額を緩和するなど下妻市医療
福祉費支給に関する条例の一部を改正するもの

道路新設改良等により、若柳地内ほか2件の市道路線を新たに認
定するもの

地方創生加速化交付金を活用した各種事業費の新規計上などによ
り、3億6,287万3,000円を追加するもの

議決月日
結　　果

報　告
第３号

報　告
第４号

報　告
第５号

報　告
第６号

報　告
第７号

報　告
第８号

議　案
第37号

議　案
第38号

議　案
第39号

諮　問
第１号

意見書
第１号

請願受理番号
第１号

請願受理番号
第２号

請願受理番号
第３号

６．９

報告のみ

６．９

報告のみ

６．９

報告のみ

６．９

報告のみ

６．９

承　　認

６．９

承　　認

６．１７

原案可決

６．１７

原案可決

６．１７

原案可決

６．１７

同　　意

６．１７

原案可決

６．１７

採　　択

６．１７

継続審査

６．１７

継続審査

　
　
　
　
　
　下
妻
市
で
は
高
度
成

　
　
　
　
　長
期
に一
斉
に
整
備
し
た

　
　
　
　
　公
共
施
設
の
老
朽
化
が

進
み
、建
て
替
え
が
必
要
な
時
期
に
き

て
お
り
、特
に
、本
庁
舎
に
つ
い
て
は
将

来
的
な
人
口
や
財
政
規
模
に
沿
っ
た

更
新
計
画
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。施
設

の
建
て
替
え
・
長
寿
命
化
を
含
め
た
各

種
施
設
整
備
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
昨
年
度
に「
下
妻
市

　
　
　
　
　
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン

　
　
　
　
　
ト
基
本
方
針
」を
策
定

し
、本
年
度
は
公
共
施
設
の
再
配
置
や

長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、基
本
方
針
を

よ
り
具
体
化
し
た「
下
妻
市
公
共
施

設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
施
計
画
」を
策

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。基
本
方

針
で
は
、公
共
施
設
の
床
面
積
を
今
後

30
年
間
で
30
％
削
減
す
る
目
標
を
設

定
し
た
が
、単
に
床
面
積
を
減
ら
す
だ

け
で
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
。床
面
積
を
削
減
し
つつ
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る

よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、市

民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、市
民
の

合
意
形
成
を
十
分
得
る
こ
と
が
大
変

重
要
で
あ
る
。基
本
方
針
の
策
定
に
あ

た
り
、市
民
３
千
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
回
収
率
が

53
・
６
％
と
い
う
高
い
数
値
と
な
り
、

市
民
の
公
共
施
設
へ
の
関
心
の
高
さ
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。本
年

度
の
実
施
計
画
策
定
に
あ
た
り
、各
公

共
施
設
利
用
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

す
で
に
回
収
し
て
お
り
、公
共
施
設
の

現
状
と
課
題
を
市
民
と
共
有
し
公
共

施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
、市

民
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
本
庁
舎
に
つ
い
て
、防
災
拠
点
と
し

て
の
課
題
や
設
備
の
老
朽
化
な
ど
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、市
長
を

ト
ッ
プ
と
し
た
庁
内
組
織
で
あ
る「
庁

公共施設等マネジメントの基本原則
【公共施設】
　①公共施設の保有量（延床面積）を削減する
　②施設の更新時には、複合化を行う
　③長寿命化により、ライフサイクルコストを
　　縮減する

【インフラ資産】
　①長寿命化により、ライフサイクルコストを
　　縮減する
　②ニーズを把握し、必要な機能を確保する

市
の
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て

原
部

　司

　議
員

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

１  

原
部
　
司
　
議
員

　
１
　
下
妻
市
の
教
育
大
綱
に
伴

　
　
　
う
教
育
の
現
況
と
今
後
の

　
　
　
教
育
方
針
に
つ
い
て

　
２
　
市
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

　
　
　
ン
ト
に
つ
い
て

２
　
平
井
　
誠
　
議
員

　
１
　
競
輪
場
外
車
券
売
り
場
設

　
　
　
置
計
画
（
堀
篭
地
区
）
の

　
　
　
経
過
・
現
況
と
新
教
育
長

　
　
　
の
見
解
を
伺
う

　
２
　
就
学
援
助
金
引
上
げ
等
の

　
　
　
拡
充
に
つ
い
て

　
３
　
市
内
の
全
小
学
校
・
中
学

　
　
　
校
の
学
校
図
書
館
（
室
）

　
　
　
に
学
校
司
書
の
配
置
を
求

　
　
　
め
て

　
４
　
道
路
側
溝
の
清
掃
は
近
隣

　
　
　
他
市
の
よ
う
に
専
門
業
者

　
　
　
に
委
託
し
て

３
　
菊
池
　
博
　
議
員

　
１
　
市
職
員
及
び
組
織
力
の
向

　
　
　
上
策
に
つ
い
て

　
２
　
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
に
つ
い
て

４
　
塚
越
　
節
　
議
員

　
１
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
に
つ
い
て

　
２
　
下
妻
市
こ
ど
も
、
子
育
て

　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
幼

　
　
　
稚
園
、
保
育
園
の
必
要
数

　
　
　
の
確
保
に
つ
い
て

　
３
　
下
妻
市
、
足
立
区
の
防
災

　
　
　
協
定
の
可
能
性
に
つ
い
て

　
４
　
観
光
行
政
の
将
来
展
望

５
　
岡
田
　
正
美
　
議
員

　
１
　
住
民
健
康
診
断
や
積
極
的

　
　
　
な
健
康
づ
く
り
の
今
後
に

　
　
　
つ
い
て

　
２
　
国
民
健
康
保
険
税
の
重
税

　
　
　
感
と
資
産
割
課
税
の
廃
止

　
　
　
又
は
軽
減
に
つ
い
て

　
３
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ

　
　
　
い
て

　
４
　
砂
沼
広
域
公
園
野
球
場
や

　
　
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
、
県
と

　
　
　
の
協
議
に
よ
る
改
善
に
つ

　
　
　
い
て

　
５
　
茨
城
国
体
と
ソ
フ
ト
ボ
ー

　
　
　
ル
の
振
興
策
に
つ
い
て

６
　
程
塚
　
裕
行
　
議
員

　
１
　
防
災
対
策
の
強
化
に
つ
い

　
　
　
て

７
　
中
山
　
政
博
　
議
員

　
１
　
老
老
介
護
の
問
題
点
に
つ

　
　
　
い
て

８
　
斯
波
　
元
気
　
議
員

　
１
　
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン

　
　
　
ト
基
本
方
針
に
関
し
て

　
２
　
サ
ン
ビ
ー
チ
の
今
後
の
運

　
　
　
営
に
つ
い
て

９
　
松
田
　
利
勝
　
議
員

　
１
　
老
人
ホ
ー
ム
入
所
待
ち
の

　
　
　
実
態
に
つ
い
て

　
２
　
中
学
校
通
学
路
の
防
犯
灯

　
　
　
整
備
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
第
二
回
定
例
会

　今
定
例
会
で
は
、９
名
の
議
員
か
ら

市
政
各
般
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　要
旨
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁

一
般
質
問
者
の
氏
名
・
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
通
告
順
） 



しもつま市議会だより３ 第２０７号 ２

一　般　質　問 平成28年第2回定例会

人　事　議　案
人権擁護委員の推薦に関し意見を求めること
について

人権擁護委員に藏持薫氏を推薦することについて議会の意見を求め
るもの

議員提出議案等
TPP協定の国会批准をしないことを求める意
見書について

国会決議に違反するTPP承認案を撤回するよう努めることを求める
意見書を国に提出するもの

請　　　　　願
TPP協定を国会で批准しないことを求める請
願

別居・離婚後の親子の断絶を防止する法整備
に関する請願書

県及び、県内関係自治体に、「日本原電に対
して、東海第二原発の運転期間20年延長の申
請をしないように求める行動を要請する意見
書」を提出ることを求める請願書

国会決議に違反するTPP承認案を撤回するよう努めることを求める
もの

別居・離婚後の親子が実効性のある面会交流が可能となるよう速や
かに法整備を講じるように国の関係機関に求めるもの

日本原電に改正原子炉等規制法（略称）の運転期間40年規定を遵守
するように求め、東海第二原発の運転期間20年延長の申請をしない
ように日本原電に求めるもの

平成 2 8年第 2回定例会議決一覧表
事件の番号  件　　　　　名 内　　　　　　　容

専決処分の報告について「損害賠償について」

平成27年度下妻市一般会計繰越明許費繰越計
算について

平成27年度下妻市下水道事業特別会計繰越明
許費繰越計算について

一般財団法人下妻市開発公社平成27年度経営
状況報告について

専決処分の承認を求めることについて「下妻
市市税条例等の一部改正について」

専決処分の承認を求めることについて「下妻
市国民健康保険税条例の一部改正について」

下妻市医療福祉費支給に関する条例の一部改
正について

市道路線の認定について

平成28年度下妻市一般会計補正予算（第1号）
について

市有車の交通事故に関し示談が成立したため、損害賠償金の支払
いについて専決処分したもの

平成28年第１回定例会において、年金生活者等支援臨時福祉給付
金事業など繰越明許の議決をされた事業について、地方自治法施
行令の規定に基づき報告するもの

平成28年第1回定例会において、災害復旧流域下水道負担金など
繰越明許の議決をされた事業について、地方自治法施行令の規定
に基づき報告するもの

ニューつくば下妻工業団地の分譲完了等についての事業内容を地
方自治法に基づき報告するもの

地方税法等の一部改正に伴い、用語を整理するなど下妻市市税条
例等の一部を改正することについて専決処分したもの

地方税法等の一部改正に伴い、国民健康保険税の課税限度額を引
き上げるなど下妻市国民健康保険税条例の一部を改正することに
ついて専決処分したもの

茨城県医療福祉対策実施要領の一部改正に伴い、妊産婦及び小児
の医療福祉費の支給に係る所得制限額を緩和するなど下妻市医療
福祉費支給に関する条例の一部を改正するもの

道路新設改良等により、若柳地内ほか2件の市道路線を新たに認
定するもの

地方創生加速化交付金を活用した各種事業費の新規計上などによ
り、3億6,287万3,000円を追加するもの

議決月日
結　　果

報　告
第３号

報　告
第４号

報　告
第５号

報　告
第６号

報　告
第７号

報　告
第８号

議　案
第37号

議　案
第38号

議　案
第39号

諮　問
第１号

意見書
第１号

請願受理番号
第１号

請願受理番号
第２号

請願受理番号
第３号

６．９

報告のみ

６．９

報告のみ

６．９

報告のみ

６．９

報告のみ

６．９

承　　認

６．９

承　　認

６．１７

原案可決

６．１７

原案可決

６．１７

原案可決

６．１７

同　　意

６．１７

原案可決

６．１７

採　　択

６．１７

継続審査

６．１７

継続審査

　
　
　
　
　
　下
妻
市
で
は
高
度
成

　
　
　
　
　長
期
に一
斉
に
整
備
し
た

　
　
　
　
　公
共
施
設
の
老
朽
化
が

進
み
、建
て
替
え
が
必
要
な
時
期
に
き

て
お
り
、特
に
、本
庁
舎
に
つ
い
て
は
将

来
的
な
人
口
や
財
政
規
模
に
沿
っ
た

更
新
計
画
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。施
設

の
建
て
替
え
・
長
寿
命
化
を
含
め
た
各

種
施
設
整
備
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
昨
年
度
に「
下
妻
市

　
　
　
　
　
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン

　
　
　
　
　
ト
基
本
方
針
」を
策
定

し
、本
年
度
は
公
共
施
設
の
再
配
置
や

長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、基
本
方
針
を

よ
り
具
体
化
し
た「
下
妻
市
公
共
施

設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
施
計
画
」を
策

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。基
本
方

針
で
は
、公
共
施
設
の
床
面
積
を
今
後

30
年
間
で
30
％
削
減
す
る
目
標
を
設

定
し
た
が
、単
に
床
面
積
を
減
ら
す
だ

け
で
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
。床
面
積
を
削
減
し
つつ
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る

よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、市

民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、市
民
の

合
意
形
成
を
十
分
得
る
こ
と
が
大
変

重
要
で
あ
る
。基
本
方
針
の
策
定
に
あ

た
り
、市
民
３
千
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
回
収
率
が

53
・
６
％
と
い
う
高
い
数
値
と
な
り
、

市
民
の
公
共
施
設
へ
の
関
心
の
高
さ
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。本
年

度
の
実
施
計
画
策
定
に
あ
た
り
、各
公

共
施
設
利
用
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

す
で
に
回
収
し
て
お
り
、公
共
施
設
の

現
状
と
課
題
を
市
民
と
共
有
し
公
共

施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
、市

民
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
本
庁
舎
に
つ
い
て
、防
災
拠
点
と
し

て
の
課
題
や
設
備
の
老
朽
化
な
ど
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、市
長
を

ト
ッ
プ
と
し
た
庁
内
組
織
で
あ
る「
庁

公共施設等マネジメントの基本原則
【公共施設】
　①公共施設の保有量（延床面積）を削減する
　②施設の更新時には、複合化を行う
　③長寿命化により、ライフサイクルコストを
　　縮減する

【インフラ資産】
　①長寿命化により、ライフサイクルコストを
　　縮減する
　②ニーズを把握し、必要な機能を確保する
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●●●●
●●●●市
の
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て

原
部

　司

　議
員

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

１  

原
部
　
司
　
議
員

　
１
　
下
妻
市
の
教
育
大
綱
に
伴

　
　
　
う
教
育
の
現
況
と
今
後
の

　
　
　
教
育
方
針
に
つ
い
て

　
２
　
市
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

　
　
　
ン
ト
に
つ
い
て

２
　
平
井
　
誠
　
議
員

　
１
　
競
輪
場
外
車
券
売
り
場
設

　
　
　
置
計
画
（
堀
篭
地
区
）
の

　
　
　
経
過
・
現
況
と
新
教
育
長

　
　
　
の
見
解
を
伺
う

　
２
　
就
学
援
助
金
引
上
げ
等
の

　
　
　
拡
充
に
つ
い
て

　
３
　
市
内
の
全
小
学
校
・
中
学

　
　
　
校
の
学
校
図
書
館
（
室
）

　
　
　
に
学
校
司
書
の
配
置
を
求

　
　
　
め
て

　
４
　
道
路
側
溝
の
清
掃
は
近
隣

　
　
　
他
市
の
よ
う
に
専
門
業
者

　
　
　
に
委
託
し
て

３
　
菊
池
　
博
　
議
員

　
１
　
市
職
員
及
び
組
織
力
の
向

　
　
　
上
策
に
つ
い
て

　
２
　
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
に
つ
い
て

４
　
塚
越
　
節
　
議
員

　
１
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
に
つ
い
て

　
２
　
下
妻
市
こ
ど
も
、
子
育
て

　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
幼

　
　
　
稚
園
、
保
育
園
の
必
要
数

　
　
　
の
確
保
に
つ
い
て

　
３
　
下
妻
市
、
足
立
区
の
防
災

　
　
　
協
定
の
可
能
性
に
つ
い
て

　
４
　
観
光
行
政
の
将
来
展
望

５
　
岡
田
　
正
美
　
議
員

　
１
　
住
民
健
康
診
断
や
積
極
的

　
　
　
な
健
康
づ
く
り
の
今
後
に

　
　
　
つ
い
て

　
２
　
国
民
健
康
保
険
税
の
重
税

　
　
　
感
と
資
産
割
課
税
の
廃
止

　
　
　
又
は
軽
減
に
つ
い
て

　
３
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ

　
　
　
い
て

　
４
　
砂
沼
広
域
公
園
野
球
場
や

　
　
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
、
県
と

　
　
　
の
協
議
に
よ
る
改
善
に
つ

　
　
　
い
て

　
５
　
茨
城
国
体
と
ソ
フ
ト
ボ
ー

　
　
　
ル
の
振
興
策
に
つ
い
て

６
　
程
塚
　
裕
行
　
議
員

　
１
　
防
災
対
策
の
強
化
に
つ
い

　
　
　
て

７
　
中
山
　
政
博
　
議
員

　
１
　
老
老
介
護
の
問
題
点
に
つ

　
　
　
い
て

８
　
斯
波
　
元
気
　
議
員

　
１
　
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン

　
　
　
ト
基
本
方
針
に
関
し
て

　
２
　
サ
ン
ビ
ー
チ
の
今
後
の
運

　
　
　
営
に
つ
い
て

９
　
松
田
　
利
勝
　
議
員

　
１
　
老
人
ホ
ー
ム
入
所
待
ち
の

　
　
　
実
態
に
つ
い
て

　
２
　
中
学
校
通
学
路
の
防
犯
灯

　
　
　
整
備
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
第
二
回
定
例
会

　今
定
例
会
で
は
、９
名
の
議
員
か
ら

市
政
各
般
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　要
旨
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問
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弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁

一
般
質
問
者
の
氏
名
・
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
通
告
順
） 



　
　
　
　
　
　
新
入
学
の
学
用
品
等

　
　
　
　
　
支
給
額
を
実
態
に
近
づ

　
　
　
　
　
け
る
よ
う
増
額
し
、支
給

時
期
を
新
入
学
前
の
２
月
か
３
月
に

で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、準
要
保
護
世
帯
の
基
準
を

緩
和
し
、生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
の

教
育
費
支
援
の
拡
大
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
就
学
援
助
制
度
は
、

　
　
　
　
　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

　
　
　
　
　
児
童
生
徒
を
就
学
さ
せ

る
こ
と
が
困
難
な
家
庭
に
対
し
、学
用

品
・
通
学
用
品
費
な
ど
の一
部
を
援
助

す
る
制
度
で
あ
り
、生
活
保
護
に
準
ず

る
程
度
に
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
者
と

い
う
認
定
基
準
で
、世
帯
の
所
得
等
を

も
と
に
認
定
を
行
っ
て
い
る
。支
給
額

は
、県
内
市
町
村
と
同
様
に
文
部
科
学

省
基
準
の
単
価
表
に
基
づ
き
、支
給
し

て
い
る
。

　
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
は
、

平
成
28
年
度
の
単
価
が
、小
学
校
で
２

万
４
７
０
円
、中
学
校
で
２
万
３
５
５

０
円
と
い
う
基
準
額
と
な
っ
て
い
る
。参

議
院
文
教
科
学
委
員
会
に
お
い
て
、実

際
の
入
学
時
に
必
要
と
な
る
経
費
を

全
額
賄
う
こ
と
が
で
き
な
い
家
庭
に
対

し
、必
要
な
調
査
を
行
い
、改
善
策
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
答
弁
さ
れ
て

お
り
、本
市
に
お
い
て
も
、今
後
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、就
学
援

助
費
を
多
く
の
困
窮
者
に
利
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
事
業
の
周
知
に
努
め
て

お
り
、認
定
者
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

支
給
額
は
、今
後
も
国
の
基
準
に
沿
っ

て
支
給
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
支
給
時
期
に
つ
い
て
だ
が
、在
校
生

は
年
度
末
に
、新
入
学
生
は
新
学
期
始

め
に
、学
校
に
就
学
援
助
の
申
請
書
が

提
出
さ
れ
、そ
の
年
度
の
所
得
が
確
定

す
る
６
月
に
世
帯
所
得
を
判
定
し
て

認
定
を
行
う
た
め
、７
月
支
給
と
な
る
。

新
入
学
準
備
を
す
る
２
月
か
３
月
の

支
給
で
は
、所
得
判
定
が
で
き
ず
、認

定
支
給
は
困
難
で
あ
る
。他
市
も
同

様
で
あ
り
、よ
り
よ
い
事
業
運
営
を
研

究
し
、学
校
と
連
携
、協
力
し
て
円
滑

な
認
定
支
給
に
努
め
て
い
く
。

  

準
要
保
護
の
認
定
は
、生
活
扶
助
基

準
を
認
定
基
準
と
し
、平
成
25
年
度
に

生
活
扶
助
基
準
の
引
き
下
げ
が
あ
っ

た
が
、就
学
援
助
制
度
へ
の
影
響
を
考

慮
し
、改
正
前
の
基
準
に
よ
る
認
定
判

定
を
継
続
し
て
お
り
、申
請
者
世
帯
の

構
成
や
居
住
、収
入
状
況
、学
校
徴
収

金
の
納
入
状
況
等
を
確
認
、学
校
長
の

意
見
を
聞
き
認
定
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

世
帯
状
況
に
応
じ
、生
活
扶
助
基
準
の

１
・
５
倍
程
度
の
世
帯
に
も
判
定
を

広
げ
、近
隣
市
町
と
の
調
整
も
図
っ
て

い
る
。引
き
続
き
事
業
の
周
知
と
生
活

困
窮
世
帯
への
支
援
に
努
め
て
い
く
。

一　般　質　問一　般　質　問

　
　
　
　
　
　
自
治
体
は
企
業
以
上

　
　
　
　
　
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　
　
　
　
　
の
責
任
を
担
う
が
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
対
す
る
市
長
の
方

針
と
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、平
成
25
年
度
に
約
１
０
０
万
円

の
不
明
金
が
生
じ
、警
察
に
届
出
た
こ

と
に
つ
い
て
、そ
の
後
の
公
金
等
の
管

理
、防
犯
対
策
を
伺
う
。

　
　
　
　
　  

一
般
的
に
コ
ン
プ
ラ

　
　
　
　
　
イ
ア
ン
ス
と
は
法
令
遵

　
　
　
　
　
守
と
解
釈
さ
れ
る
が
、

地
方
公
務
員
に
は
社
会
の
要
求
や
期

待
に
応
え
る
た
め
、公
正
性
、透
明
性
、

誠
実
性
、倫
理
性
、遵
法
性
な
ど
の
、よ

り
高
度
な
公
務
員
倫
理
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。本
市
に
お
い
て
は
、随
時
、職

員
に
対
し
、綱
紀
の
保
持
に
つ
い
て
注

意
を
喚
起
し
、市
民
の
信
頼
を
損
ね
る

こ
と
の
な
い
よ
う
指
導
を
し
て
い
る
。そ

の
ほ
か
、外
部
か
ら
講
師
を
招
き
、全

職
員
を
対
象
と
し
て
昨
年
度
は
公
務

員
倫
理
研
修
を
実
施
し
、本
年
度
は

危
機
管
理
研
修
を
予
定
し
て
い
る
。市

民
か
ら
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、今
後

も
引
き
続
き
、職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
平
成
25
年
に
関
係
団
体
の
事
務
局

を
担
当
し
て
い
た
職
員
が
、現
金
を
事

務
室
内
の
金
庫
に
保
管
し
紛
失
す
る

と
い
う
事
案
が
発
生
し
た
。現
金
の
紛

失
が
判
明
し
た
後
は
、下
妻
警
察
署
に

通
報
し
、現
場
検
証
を
受
け
、被
害
届

を
提
出
し
、受
理
さ
れ
て
い
る
。こ
の
件

は
、こ
れ
ま
で
に
市
議
会
月
例
会
で
２

回
報
告
し
、予
算
特
別
委
員
会
で
も
２

回
、質
疑
に
答
え
て
い
る
。下
妻
警
察

署
に
よ
る
と
現
在
も
捜
査
中
と
の
こ
と

で
あ
る
。そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

紛
失
し
た
現
金
は
関
係
職
員
が
全
額

負
担
し
、支
払
い
を
完
了
し
て
い
る
。ま

た
、関
係
職
員
に
対
し
て
、不
適
切
な

現
金
の
取
り
扱
い
を
行
っ
た
こ
と
か
ら

平
成
26
年
２
月
に
訓
告
等
の
指
導
を
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就学援助制度により学用品・通学用品費の一部を補助している

職員提案により実施された、
下妻市公式フェイスブック「いやどうも下妻」

平成27年度に実施された「いいな下ツアー」の様子

防犯カメラの設置をはじめ、職員研修などにより
管理体制の強化に努めている
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職
員
及
び

組
織
力
の
向
上

に
つ
い
て

菊
池

　博

　議
員

下
妻
市
、
足
立
区
の

防
災
協
定
の
可
能
性

に
つ
い
て

塚
越

　節

　議
員
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コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

に
つ
い
て

岡
田
正
美

　議
員
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今
後
の
地
方
創
生
策

　
　
　
　
　
推
進
の
た
め
に
は
若
い

　
　
　
　
　
職
員
の
知
恵
と
行
動
が

重
要
で
あ
る
。そ
こ
で
、や
り
が
い
の
あ

る
職
場
、職
員
の
能
力
向
上
を
図
る
に

は
ど
う
す
べ
き
か
、能
力
の
あ
る
若
手

を
管
理
職
に
抜
擢
す
る
人
事
や
能
力

評
価
を
重
視
し
た
昇
給
は
可
能
か
、重

点
施
策
に
対
す
る
専
属
課
な
ど
の
横

断
的
組
織
が
必
要
で
は
な
い
か
、に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
本
市
は
、
職
員
同
士

　
　
　
　
　
が
活
発
に
意
見
交
換
を

　
　
　
　
　
行
い
、
自
由
に
意
見
を

言
う
こ
と
が
で
き
る
風
通
し
の
良
い
職

場
環
境
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。そ

の
結
果
、職
員
の
提
案
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
が
実
現
し
、下
妻
市
公
式
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク「
い
や
ど
う
も
下
妻
」の
開

設
、企
業
誘
致
、梨
・メ
ロ
ン
の
海
外
輸

出
な
ど
は
若
手
職
員
が
主
力
と
な
り
、

積
極
的
に
事
業
を
展
開
し
成
果
を
上

げ
て
い
る
。ま
た
、「
下
妻
市
職
員
の
改

善
提
案
に
関
す
る
要
綱
」に
よ
り
所
管

す
る
業
務
以
外
で
も
提
案
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。職
員
の
能
力
向
上
は
、

人
事
評
価
と
研
修
の
実
施
で
図
っ
て
い

る
。人
事
評
価
は
、業
績
評
価
と
能
力

評
価
で
実
施
し
、単
な
る
成
績
評
価
制

度
で
は
な
く
、人
材
育
成
の
ツ
ー
ル
と

し
て
活
用
し
て
い
る
。職
員
の
申
出
や

所
属
長
の
推
薦
に
基
づ
く
派
遣
研
修
、

新
規
採
用
職
員
や
昇
任
者
が
対
象
の

階
層
別
研
修
な
ど
を
行
い
、職
員
の
人

材
育
成
に
努
め
て
い
る
。

　
若
手
職
員
の
管
理
職
抜
擢
は
本
市

独
自
の
制
度
で
あ
る「
下
妻
市
職
員
の

申
出
に
係
る
登
用
に
関
す
る
規
定
」に

基
づ
き
、課
長
職
へ
の
登
用
を
申
出
る

こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、地
方
公
務
員

法
が
改
正
さ
れ
、本
年
４
月
１
日
か
ら

人
事
評
価
を
給
与
の
基
礎
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
と
さ
れ
、法
の
趣
旨
に
沿
っ

て
昇
給
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

  

全
庁
的
な
重
点
施
策
の
推
進
で
は
、

各
部
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
検
討
や
立
案
を
行
う
と
し
、各
種
イ

ベ
ン
ト
も
、職
員
が
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。限
ら
れ

た
職
員
数
で
、多
種
多
様
な
行
政
課
題

や
業
務
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、日
常

的
に
課
を
超
え
た
連
携
組
織
を
構
築

し
て
い
る
。地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、自
治

体
間
競
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
、新
し
い

発
想
の
採
用
や
柔
軟
な
行
政
運
営
が

で
き
る
組
織
づ
く
り・人
づ
く
り
に
つ
い

て
検
討
を
続
け
て
い
く
。
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こ
こ
数
年
の
足
立
区

　
　
　
　
　
伊
興
南
自
治
会
と
の
民

　
　
　
　
　
間
交
流
の
促
進
は
、防
災

に
お
け
る
自
助
、共
助
、公
助
の
う
ち
、

共
助
の
部
分
に
お
い
て
大
い
に
期
待
で

き
る
な
か
で
の
、下
妻
市
と
足
立
区
の

防
災
協
定
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
下
妻
市
と
足
立
区
と

　
　
　
　
　
は
、
足
立
区
千
住
が
旧

　
　
　
　
　
下
妻
街
道
の
起
点
で
あ
っ

た
こ
と
や
、つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開

通
に
よ
り
両
自
治
体
が
よ
り
身
近
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
平
成
23
年
６

月
か
ら
約
２
年
間
、下
妻
市
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョッ
プ
と
し
て「
シ
モ
ン
ち
ゃ
ん
の
家
」

を
設
置
し
て
い
た
経
緯
が
あ
る
。防
災

に
関
す
る
協
定
は
、平
成
26
年
５
月
に

足
立
区
伊
興
南
町
会
か
ら
、災
害
時
に

足
立
区
と
本
市
が
相
互
に
助
け
合
う

協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
提
案
を
い

た
だ
き
、そ
の
後
、本
市
主
催
の「
い
い

な
下
ツ
ア
ー
」な
ど
に
参
加
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。ま
た
、足
立
区
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
に
お
い
て
下
妻
産
の
農
産
物
を
販
売

す
る
な
ど
、地
域
間
、自
治
体
間
の
交

流
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。昨
年

９
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
の
際
に

は
、伊
興
南
町
会
か
ら
い
ち
早
く
駆
け

つ
け
ら
れ
、義
援
金
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
足
立
区
は
人
口
約
68
万
人
の
自
治

体
で
あ
り
、全
国
多
数
の
自
治
体
と
災

害
時
の
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て

お
り
、足
立
区
が
被
災
の
際
に
は
、区

民
が
こ
れ
ら
の
自
治
体
に
広
域
的
に
避

難
で
き
る
こ
と
、ま
た
、人
口
の
多
い
足

立
区
で
は
備
蓄
物
資
の
数
量
も
多
く
、

区
の
職
員
も
約
３
千
７
０
０
人
い
る
こ

と
か
ら
、協
定
を
結
ん
で
い
る
自
治
体

が
被
災
し
た
際
は
、備
蓄
物
資
の
提
供

や
職
員
の
派
遣
も
可
能
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、本
市
と
の
協
定
に
前
向
き
に

検
討
す
る
用
意
が
あ
る
旨
を
聞

い
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、本
市
が
被

災
し
た
際
は
、足
立
区
か
ら
被

災
者
支
援
に
必
要
な
職
員
の
派

遣
、備
蓄
物
資
の
提
供
な
ど
、本

市
民
へ
の
応
急
救
助
を
円
滑
に

行
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、足
立

区
が
被
災
し
た
際
は
、可
能
な

範
囲
で
本
市
の
備
蓄
物
資
を
提

供
す
る
な
ど
、双
方
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
判
断
し
て
お

り
、今
後
、足
立
区
と
の
災
害
時

に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
に
つ

い
て
、締
結
を
前
提
に
、協
定
内

容
に
つ
い
て
調
整
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
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しもつま市議会だより５ 第２０７号 ４

舎
建
設
推
進
本
部
」を
立
ち
上
げ
、具

体
的
な
検
討
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。庁
舎
建
設
は
、建
設
位
置
、規

模
、公
共
施
設
の
再
編
な
ど
の
課
題
が

あ
る
た
め
、市
議
会
と
の
連
携
は
も
と

よ
り
、市
民
、有
識
者
か
ら
な
る
市
民

会
議
の
意
見
、提
言
、市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

や
市
民
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
、幅
広

い
意
見
を
も
と
に
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
他
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
や
地
域
性
が
あ
り
、公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
る
上
で

市
民
の
合
意
形
成
は
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、市
民
と
と
も
に
持
続
可
能
な

公
共
施
設
の
あ
り
方
を
探
っ
て
い
く
予

定
で
あ
る
。
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新
入
学
の
学
用
品
等

　
　
　
　
　
支
給
額
を
実
態
に
近
づ

　
　
　
　
　
け
る
よ
う
増
額
し
、支
給

時
期
を
新
入
学
前
の
２
月
か
３
月
に

で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、準
要
保
護
世
帯
の
基
準
を

緩
和
し
、生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
の

教
育
費
支
援
の
拡
大
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
就
学
援
助
制
度
は
、

　
　
　
　
　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

　
　
　
　
　
児
童
生
徒
を
就
学
さ
せ

る
こ
と
が
困
難
な
家
庭
に
対
し
、学
用

品
・
通
学
用
品
費
な
ど
の一
部
を
援
助

す
る
制
度
で
あ
り
、生
活
保
護
に
準
ず

る
程
度
に
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
者
と

い
う
認
定
基
準
で
、世
帯
の
所
得
等
を

も
と
に
認
定
を
行
っ
て
い
る
。支
給
額

は
、県
内
市
町
村
と
同
様
に
文
部
科
学

省
基
準
の
単
価
表
に
基
づ
き
、支
給
し

て
い
る
。

　
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
は
、

平
成
28
年
度
の
単
価
が
、小
学
校
で
２

万
４
７
０
円
、中
学
校
で
２
万
３
５
５

０
円
と
い
う
基
準
額
と
な
っ
て
い
る
。参

議
院
文
教
科
学
委
員
会
に
お
い
て
、実

際
の
入
学
時
に
必
要
と
な
る
経
費
を

全
額
賄
う
こ
と
が
で
き
な
い
家
庭
に
対

し
、必
要
な
調
査
を
行
い
、改
善
策
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
答
弁
さ
れ
て

お
り
、本
市
に
お
い
て
も
、今
後
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、就
学
援

助
費
を
多
く
の
困
窮
者
に
利
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
事
業
の
周
知
に
努
め
て

お
り
、認
定
者
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

支
給
額
は
、今
後
も
国
の
基
準
に
沿
っ

て
支
給
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
支
給
時
期
に
つ
い
て
だ
が
、在
校
生

は
年
度
末
に
、新
入
学
生
は
新
学
期
始

め
に
、学
校
に
就
学
援
助
の
申
請
書
が

提
出
さ
れ
、そ
の
年
度
の
所
得
が
確
定

す
る
６
月
に
世
帯
所
得
を
判
定
し
て

認
定
を
行
う
た
め
、７
月
支
給
と
な
る
。

新
入
学
準
備
を
す
る
２
月
か
３
月
の

支
給
で
は
、所
得
判
定
が
で
き
ず
、認

定
支
給
は
困
難
で
あ
る
。他
市
も
同

様
で
あ
り
、よ
り
よ
い
事
業
運
営
を
研

究
し
、学
校
と
連
携
、協
力
し
て
円
滑

な
認
定
支
給
に
努
め
て
い
く
。

  

準
要
保
護
の
認
定
は
、生
活
扶
助
基

準
を
認
定
基
準
と
し
、平
成
25
年
度
に

生
活
扶
助
基
準
の
引
き
下
げ
が
あ
っ

た
が
、就
学
援
助
制
度
へ
の
影
響
を
考

慮
し
、改
正
前
の
基
準
に
よ
る
認
定
判

定
を
継
続
し
て
お
り
、申
請
者
世
帯
の

構
成
や
居
住
、収
入
状
況
、学
校
徴
収

金
の
納
入
状
況
等
を
確
認
、学
校
長
の

意
見
を
聞
き
認
定
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

世
帯
状
況
に
応
じ
、生
活
扶
助
基
準
の

１
・
５
倍
程
度
の
世
帯
に
も
判
定
を

広
げ
、近
隣
市
町
と
の
調
整
も
図
っ
て

い
る
。引
き
続
き
事
業
の
周
知
と
生
活

困
窮
世
帯
への
支
援
に
努
め
て
い
く
。

一　般　質　問一　般　質　問

　
　
　
　
　
　
自
治
体
は
企
業
以
上

　
　
　
　
　
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　
　
　
　
　
の
責
任
を
担
う
が
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
対
す
る
市
長
の
方

針
と
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、平
成
25
年
度
に
約
１
０
０
万
円

の
不
明
金
が
生
じ
、警
察
に
届
出
た
こ

と
に
つ
い
て
、そ
の
後
の
公
金
等
の
管

理
、防
犯
対
策
を
伺
う
。

　
　
　
　
　  

一
般
的
に
コ
ン
プ
ラ

　
　
　
　
　
イ
ア
ン
ス
と
は
法
令
遵

　
　
　
　
　
守
と
解
釈
さ
れ
る
が
、

地
方
公
務
員
に
は
社
会
の
要
求
や
期

待
に
応
え
る
た
め
、公
正
性
、透
明
性
、

誠
実
性
、倫
理
性
、遵
法
性
な
ど
の
、よ

り
高
度
な
公
務
員
倫
理
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。本
市
に
お
い
て
は
、随
時
、職

員
に
対
し
、綱
紀
の
保
持
に
つ
い
て
注

意
を
喚
起
し
、市
民
の
信
頼
を
損
ね
る

こ
と
の
な
い
よ
う
指
導
を
し
て
い
る
。そ

の
ほ
か
、外
部
か
ら
講
師
を
招
き
、全

職
員
を
対
象
と
し
て
昨
年
度
は
公
務

員
倫
理
研
修
を
実
施
し
、本
年
度
は

危
機
管
理
研
修
を
予
定
し
て
い
る
。市

民
か
ら
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、今
後

も
引
き
続
き
、職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
平
成
25
年
に
関
係
団
体
の
事
務
局

を
担
当
し
て
い
た
職
員
が
、現
金
を
事

務
室
内
の
金
庫
に
保
管
し
紛
失
す
る

と
い
う
事
案
が
発
生
し
た
。現
金
の
紛

失
が
判
明
し
た
後
は
、下
妻
警
察
署
に

通
報
し
、現
場
検
証
を
受
け
、被
害
届

を
提
出
し
、受
理
さ
れ
て
い
る
。こ
の
件

は
、こ
れ
ま
で
に
市
議
会
月
例
会
で
２

回
報
告
し
、予
算
特
別
委
員
会
で
も
２

回
、質
疑
に
答
え
て
い
る
。下
妻
警
察

署
に
よ
る
と
現
在
も
捜
査
中
と
の
こ
と

で
あ
る
。そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

紛
失
し
た
現
金
は
関
係
職
員
が
全
額

負
担
し
、支
払
い
を
完
了
し
て
い
る
。ま

た
、関
係
職
員
に
対
し
て
、不
適
切
な

現
金
の
取
り
扱
い
を
行
っ
た
こ
と
か
ら

平
成
26
年
２
月
に
訓
告
等
の
指
導
を
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就学援助制度により学用品・通学用品費の一部を補助している

職員提案により実施された、
下妻市公式フェイスブック「いやどうも下妻」

平成27年度に実施された「いいな下ツアー」の様子

防犯カメラの設置をはじめ、職員研修などにより
管理体制の強化に努めている

就
学
援
助
金

引
上
げ
等
の

拡
充
に
つ
い
て

平
井

　誠

　議
員

市
職
員
及
び

組
織
力
の
向
上

に
つ
い
て

菊
池

　博

　議
員
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下
妻
市
、
足
立
区
の

防
災
協
定
の
可
能
性

に
つ
い
て

塚
越

　節

　議
員
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ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

に
つ
い
て

岡
田
正
美

　議
員
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今
後
の
地
方
創
生
策

　
　
　
　
　
推
進
の
た
め
に
は
若
い

　
　
　
　
　
職
員
の
知
恵
と
行
動
が

重
要
で
あ
る
。そ
こ
で
、や
り
が
い
の
あ

る
職
場
、職
員
の
能
力
向
上
を
図
る
に

は
ど
う
す
べ
き
か
、能
力
の
あ
る
若
手

を
管
理
職
に
抜
擢
す
る
人
事
や
能
力

評
価
を
重
視
し
た
昇
給
は
可
能
か
、重

点
施
策
に
対
す
る
専
属
課
な
ど
の
横

断
的
組
織
が
必
要
で
は
な
い
か
、に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
本
市
は
、
職
員
同
士

　
　
　
　
　
が
活
発
に
意
見
交
換
を

　
　
　
　
　
行
い
、
自
由
に
意
見
を

言
う
こ
と
が
で
き
る
風
通
し
の
良
い
職

場
環
境
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。そ

の
結
果
、職
員
の
提
案
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
が
実
現
し
、下
妻
市
公
式
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク「
い
や
ど
う
も
下
妻
」の
開

設
、企
業
誘
致
、梨
・メ
ロ
ン
の
海
外
輸

出
な
ど
は
若
手
職
員
が
主
力
と
な
り
、

積
極
的
に
事
業
を
展
開
し
成
果
を
上

げ
て
い
る
。ま
た
、「
下
妻
市
職
員
の
改

善
提
案
に
関
す
る
要
綱
」に
よ
り
所
管

す
る
業
務
以
外
で
も
提
案
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。職
員
の
能
力
向
上
は
、

人
事
評
価
と
研
修
の
実
施
で
図
っ
て
い

る
。人
事
評
価
は
、業
績
評
価
と
能
力

評
価
で
実
施
し
、単
な
る
成
績
評
価
制

度
で
は
な
く
、人
材
育
成
の
ツ
ー
ル
と

し
て
活
用
し
て
い
る
。職
員
の
申
出
や

所
属
長
の
推
薦
に
基
づ
く
派
遣
研
修
、

新
規
採
用
職
員
や
昇
任
者
が
対
象
の

階
層
別
研
修
な
ど
を
行
い
、職
員
の
人

材
育
成
に
努
め
て
い
る
。

　
若
手
職
員
の
管
理
職
抜
擢
は
本
市

独
自
の
制
度
で
あ
る「
下
妻
市
職
員
の

申
出
に
係
る
登
用
に
関
す
る
規
定
」に

基
づ
き
、課
長
職
へ
の
登
用
を
申
出
る

こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、地
方
公
務
員

法
が
改
正
さ
れ
、本
年
４
月
１
日
か
ら

人
事
評
価
を
給
与
の
基
礎
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
と
さ
れ
、法
の
趣
旨
に
沿
っ

て
昇
給
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

  

全
庁
的
な
重
点
施
策
の
推
進
で
は
、

各
部
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
検
討
や
立
案
を
行
う
と
し
、各
種
イ

ベ
ン
ト
も
、職
員
が
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。限
ら
れ

た
職
員
数
で
、多
種
多
様
な
行
政
課
題

や
業
務
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、日
常

的
に
課
を
超
え
た
連
携
組
織
を
構
築

し
て
い
る
。地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、自
治

体
間
競
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
、新
し
い

発
想
の
採
用
や
柔
軟
な
行
政
運
営
が

で
き
る
組
織
づ
く
り・人
づ
く
り
に
つ
い

て
検
討
を
続
け
て
い
く
。
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こ
こ
数
年
の
足
立
区

　
　
　
　
　
伊
興
南
自
治
会
と
の
民

　
　
　
　
　
間
交
流
の
促
進
は
、防
災

に
お
け
る
自
助
、共
助
、公
助
の
う
ち
、

共
助
の
部
分
に
お
い
て
大
い
に
期
待
で

き
る
な
か
で
の
、下
妻
市
と
足
立
区
の

防
災
協
定
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
下
妻
市
と
足
立
区
と

　
　
　
　
　
は
、
足
立
区
千
住
が
旧

　
　
　
　
　
下
妻
街
道
の
起
点
で
あ
っ

た
こ
と
や
、つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開

通
に
よ
り
両
自
治
体
が
よ
り
身
近
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
平
成
23
年
６

月
か
ら
約
２
年
間
、下
妻
市
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョッ
プ
と
し
て「
シ
モ
ン
ち
ゃ
ん
の
家
」

を
設
置
し
て
い
た
経
緯
が
あ
る
。防
災

に
関
す
る
協
定
は
、平
成
26
年
５
月
に

足
立
区
伊
興
南
町
会
か
ら
、災
害
時
に

足
立
区
と
本
市
が
相
互
に
助
け
合
う

協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
提
案
を
い

た
だ
き
、そ
の
後
、本
市
主
催
の「
い
い

な
下
ツ
ア
ー
」な
ど
に
参
加
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。ま
た
、足
立
区
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
に
お
い
て
下
妻
産
の
農
産
物
を
販
売

す
る
な
ど
、地
域
間
、自
治
体
間
の
交

流
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。昨
年

９
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
の
際
に

は
、伊
興
南
町
会
か
ら
い
ち
早
く
駆
け

つ
け
ら
れ
、義
援
金
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
足
立
区
は
人
口
約
68
万
人
の
自
治

体
で
あ
り
、全
国
多
数
の
自
治
体
と
災

害
時
の
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て

お
り
、足
立
区
が
被
災
の
際
に
は
、区

民
が
こ
れ
ら
の
自
治
体
に
広
域
的
に
避

難
で
き
る
こ
と
、ま
た
、人
口
の
多
い
足

立
区
で
は
備
蓄
物
資
の
数
量
も
多
く
、

区
の
職
員
も
約
３
千
７
０
０
人
い
る
こ

と
か
ら
、協
定
を
結
ん
で
い
る
自
治
体

が
被
災
し
た
際
は
、備
蓄
物
資
の
提
供

や
職
員
の
派
遣
も
可
能
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、本
市
と
の
協
定
に
前
向
き
に

検
討
す
る
用
意
が
あ
る
旨
を
聞

い
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、本
市
が
被

災
し
た
際
は
、足
立
区
か
ら
被

災
者
支
援
に
必
要
な
職
員
の
派

遣
、備
蓄
物
資
の
提
供
な
ど
、本

市
民
へ
の
応
急
救
助
を
円
滑
に

行
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、足
立

区
が
被
災
し
た
際
は
、可
能
な

範
囲
で
本
市
の
備
蓄
物
資
を
提

供
す
る
な
ど
、双
方
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
判
断
し
て
お

り
、今
後
、足
立
区
と
の
災
害
時

に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
に
つ

い
て
、締
結
を
前
提
に
、協
定
内

容
に
つ
い
て
調
整
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
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しもつま市議会だより５ 第２０７号 ４

舎
建
設
推
進
本
部
」を
立
ち
上
げ
、具

体
的
な
検
討
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。庁
舎
建
設
は
、建
設
位
置
、規

模
、公
共
施
設
の
再
編
な
ど
の
課
題
が

あ
る
た
め
、市
議
会
と
の
連
携
は
も
と

よ
り
、市
民
、有
識
者
か
ら
な
る
市
民

会
議
の
意
見
、提
言
、市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

や
市
民
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
、幅
広

い
意
見
を
も
と
に
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
他
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
や
地
域
性
が
あ
り
、公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
る
上
で

市
民
の
合
意
形
成
は
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、市
民
と
と
も
に
持
続
可
能
な

公
共
施
設
の
あ
り
方
を
探
っ
て
い
く
予

定
で
あ
る
。
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　高
齢
化
社
会
が
進
む

　
　
　
　
　に
伴
い
、
介
護
を
必
要

　
　
　
　
　と
す
る
要
介
護
高
齢
者

の
数
も
増
加
し
て
い
る
。介
護
保
険
制

度
の
創
設
か
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
が
増
え

て
い
る
が
、未
だ
施
設
へ
の
入
所
待
ち

の
方
が
い
る
現
状
と
増
え
て
い
く
要
介

護
高
齢
者
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。介
護

施
設
や
介
護
専
門
職
員
の
不
足
な
ど

課
題
が
あ
る
が
、行
政
と
し
て
対
策
に

取
り
組
む
必
要
性
に
せ
ま
ら
れ
る
と
思

う
が
、ど
う
考
え
る
か
伺
う
。

　
　
　
　
　  

本
市
に
は
民
間
事
業

　
　
　
　
　
者
に
よ
り
整
備
さ
れ
た

　
　
　
　
　
広
域
型
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
４
施
設
、地
域
密
着
型
の
小

規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
１
施
設

が
あ
り
、待
機
者
は
合
計
92
名（
平
成

28
年
３
月
現
在
）で
あ
る
。う
ち
、37
名

は
在
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、

ほ
か
の
方
は
医
療
機
関
へ
入
院
中
、老

人
保
健
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

の
介
護
施
設
に
入
所
の
状
況
に
あ
る
。

各
施
設
へ
の
入
所
は
、申
込
が
さ
れ
る

と
、生
活
相
談
員
や
看
護
師
等
の
介
護

従
事
者
及
び
市
職
員
に
よ
る
入
所
検

討
委
員
会
に
よ
り
、必
要
性
の
評
価
と

入
所
順
位
の
ラ
ン
ク
付
け
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
結
果
、入
所
希
望
者
名
簿
に
登
載

さ
れ
、入
所
者
が
決
定
す
る
。こ
う
し

た
施
設
入
所
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、現

行
の
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画・第
６
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
も
増

加
し
て
い
く
と
予
測
し
て
い
る
。し
か

し
な
が
ら
、介
護
施
設
の
整
備
は
、高

齢
化
の
進
展
に
伴
う
需
要
と
民
間
業

者
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
一
方
、高
齢

者
が
尊
厳
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
す「
地
域
包
括
ケ
ア
」に

お
い
て
は
、高
齢
者
一
人
一
人
の
状
態
に

応
じ
て
、地
域
の
様
々
な
支
援・サ
ー
ビ

ス
を
活
用
し
、住
み
慣
れ
た
家
庭
・
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

の
充
実
を
重
視
さ
れ
て
い
る
。日
常
生

活
の
世
話
や
機
能
訓
練
、健
康
管
理
等

を
行
う
介
護
施
設
は
、そ
の一
端
を
担

う
も
の
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

る
。

　
今
後
は
、平
成
37
年
度
の
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
見
据
え
、長

期
的
な
視
野
に
立
ち
、需
要
と
供
給
、

給
付
費
と
保
険
料
等
の
バ
ラ
ン
ス
を
総

合
的
に
判
断
し
、地
域
の
実
情
に
合
っ

た
計
画
を
策
定
し
て
、施
設
の
整
備
等

に
あ
た
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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今後、平成37年度を最終期限とする庁舎建設に係る
基本構想を策定していく

施設への入所待ちや要介護高齢者への対応が
大きな問題となっている

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
基
本
方
針
に

関
し
て斯

波
元
気

　議
員

老
人
ホ
ー
ム
入
所
待
ち

の
実
態
に
つ
い
て

松
田
利
勝

　議
員
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公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ

　
　
　
　
　メ
ン
ト
基
本
方
針
の
概

　
　
　
　
　要
と
方
針
を
踏
ま
え
た

上
で
の
砂
沼
周
辺
開
発
、市
庁
舎
の
あ

り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
本
年
３
月
に
下
妻
市

　
　
　
　
　
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ

　
　
　
　
　
ン
ト
基
本
方
針
を
策
定

し
、本
年
度
は
本
市
独
自
の
取
組
と
し

て
下
妻
市
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

実
施
計
画
を
策
定
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。施
設
の
利
用
度
や
運
営
コ
ス

ト
、経
過
年
数
や
耐
震
性
能
な
ど
を
も

と
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
公
共
施
設
に
つ
い
て

統
廃
合
や
複
合
化
な
ど
の
再
配
置
、ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
低
減
の
た
め
の
長

期
保
全
計
画
な
ど
の
方
針
を
定
め
る

も
の
で
あ
る
。実
施
計
画
の
策
定
は
、

市
議
会
、市
民
の
意
見
を
十
分
に
取
り

入
れ
な
が
ら
行
う
予
定
で
あ
る
。ま
た
、

立
地
適
正
化
計
画
と
し
て
、現
状
及
び

将
来
に
お
け
る
都
市
構
造
上
の
課
題

の
分
析
な
ど
各
種
施
策
と
連
動
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
検
討
な
ど
の
基

礎
的
な
調
査
を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。ま
た
、財
政
課
施
設
経
営
係

を
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
専
任

部
署
と
し
て
組
織
強
化
し
、目
標
達
成

に
取
り
組
み
、施
設
の
統
廃
合
や
複
合

化
、大
規
模
修
繕
等
を
効
率
よ
く
組

み
合
わ
せ
、将
来
の
財
政
負
担
の
低
減
、

平
準
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
で
あ

る
。

　
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方

針
に
公
共
施
設
の
新
規
整
備
は
原
則

と
し
て
行
わ
な
い
と
あ
る
が
、砂
沼
周

辺
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
は
、

基
本
方
針
の
策
定
着
手
以
前
に
計
画

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、基
本
原
則
の
対

象
か
ら
除
外
し
て
い
る
。ま
た
、交
流

広
場（
ｗａ
ｉｗａ
ｉ
ド
ー
ム
し
も
つ
ま
）

は
来
年
度
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
お

り
、当
面
は
市
が
運
営
す
る
こ
と
で
準

備
し
て
い
る
が
、指
定
管
理
者
制
度
に

よ
る
運
営
が
可
能
と
判
断
し
た
場
合

は
変
更
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
。広
場
の
設
置
目
的
や
性
質
か
ら
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
市
民
が

運
営
に
か
か
わ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
議
論
を
深

め
検
討
を
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
本
庁
舎
建
設
は
公
共
施
設
等
再
配

置
の
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、複
合
化
、

民
間
活
力
導
入
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
創

出
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。今
後
、基

本
構
想
を
策
定
、合
併
特
例
債
の
期

限
で
あ
る
平
成
37
年
度
を
最
終
期
限

と
考
え
て
い
る
が
、本
庁
舎
の
耐
震
性

を
考
慮
し
、前
倒
し
で
検
討
を
進
め
て

い
く
も
の
で
あ
る
。
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　老
老
介
護
の
末
に
介

　
　
　
　
　護
に
疲
れ
た
妻
あ
る
い

　
　
　
　
　は
夫
が
そ
の
配
偶
者
を

殺
害
す
る
と
い
う
悲
惨
な
事
件
が
頻

繁
に
起
き
て
い
る
。行
政
と
し
て
、こ
の

よ
う
な
事
件
が
起
ら
な
い
よ
う
に
努
力

し
て
も
ら
い
た
い
。老
老
世
帯
、独
居
老

人
に
関
す
る
介
護
の
問
題
点
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
、解
決
す
る
た
め
に
は
何

が
必
要
な
の
か
を
問
う
。

　
　
　
　
　  

高
齢
化
率
が
25
％
を

　
　
　
　
　
超
え
た
現
在
、
高
齢
者

　
　
　
　
　
が
高
齢
者
を
介
護
す
る

老
老
介
護
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。老

老
介
護
が
お
こ
る
理
由
は
、核
家
族
化

に
よ
り
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
え
、

介
護
さ
れ
る
側
が
自
宅
介
護
を
望
み
、

介
護
す
る
側
も
そ
れ
に
応
じ
る
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
、自
宅
介
護
を

望
む
理
由
は
、公
的
支
援
に
抵
抗
を
感

じ
自
分
た
ち
だ
け
で
対
処
し
よ
う
と

す
る
場
合
や
、費
用
に
不
安
が
あ
る
、

周
辺
に
施
設
が
な
い
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。老
老
介
護
で
危
惧
さ
れ
る
の

は
、介
護
す
る
側
が
病
気
に
な
り
共
倒

れ
に
な
る
こ
と
、介
護
疲
れ
に
よ
る
虐

待
や
無
理
心
中
な
ど
の
事
件
に
発
展

し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
れ
ば
、介
護
支

援
専
門
員
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者

が
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
周
囲
の
協
力
を

求
め
や
す
い
環
境
が
で
き
、必
要
な
時

に
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
も
可

能
と
な
る
。し
か
し
、外
と
の
つ
な
が
り

を
持
た
な
い
家
庭
は
、ど
こ
に
協
力・支

援
を
求
め
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い

場
合
も
あ
る
。そ
の
よ
う
な
家
庭
を
い

か
に
見
い
だ
し
、支
え
て
い
く
の
か
が
課

題
で
あ
る
。本
市
の
相
談
窓
口
は
、地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。一人
暮

ら
し
高
齢
者
の
安
否
確
認
等
も
民
生

委
員
の
協
力
の
も
と
、さ
ら
な
る
周
知

を
し
て
い
く
。

　
国
で
は
、高
齢
者
が
介
護
が
必
要
な

状
態
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、介
護
、

医
療
、介
護
予
防
、生
活
支
援
、住
ま
い

を
包
括
的
に
提
供
す
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。本

市
で
は
、地
域
住
民
が
支
え
合
う
ま
ち

を
つ
く
ろ
う
と
、住
民
参
加
の「
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
勉
強
会
」を
立
ち
上
げ

た
。今
後
も
、高
齢
者
の
見
守
り
を
目

的
と
し
た
事
業
や
民
生
委
員
や
地
域

住
民
同
士
が
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
際
は
、地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
ぐ
と
い
う

シ
ス
テ
ム
や
地
域
住
民
が
支
え
合
う
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。そ

う
す
る
こ
と
で
、高
齢
者
の
孤
立
を
防

ぎ
、住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
安
心

し
て
幸
せ
な
暮
ら
し
を
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
、老
老
介
護
の
問
題
解
決

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

　
　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁

　
　
　
　
　
　災
害
時
に
お
け
る
断

　
　
　
　
　水
対
策
に
つ
い
て
民
間

　
　
　
　
　の
井
戸
を
活
用
す
べ
き

と
思
う
が
見
解
を
問
う
。ま
た
、耐
震

強
度
の
あ
る
庁
舎
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
東
日
本
大
震
災
の
際

　
　
　
　
　
に
は
上
水
道
の
配
管
が

　
　
　
　
　
被
災
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、長
時
間
断
水
し
た
経
緯
が
あ
る
。

本
市
の
浄
水
場
に
は
災
害
時
に
給
水

を
継
続
で
き
る
よ
う
、自
家
発
電
設
備

を
備
え
て
あ
る
が
、地
震
に
よ
る
水
道

管
の
破
損
な
ど
不
測
の
事
態
に
も
備

え
る
必
要
が
あ
る
。民
間
の
井
戸
に
つ

い
て
、平
成
16
年
度
に
行
っ
た
旧
下
妻

市
で
の
調
査
で
は
、全
体
で
確
認
さ
れ

た
３
１
４
基
の
う
ち
、手
動
の
井
戸
は

７
基
で
、こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
再
調
査
す

る
必
要
が
あ
る
。こ
れ
ま
で
旧
千
代
川

地
区
の
調
査
は
し
て
お
ら
ず
、災
害
時

に
活
用
で
き
る
井
戸
の
把
握
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。避
難
所
な
ど
公
共

施
設
へ
の
井
戸
の
設
置
は
、手
洗
い
な

ど
の
生
活
用
水
と
し
て
利
用
で
き
る
こ

と
か
ら
、断
水
時
や
停
電
時
に
有
効
な

対
策
だ
と
考
え
て
い
る
。他
市
で
は
避

難
所
と
な
る
小
中
学
校
に
井
戸
を
整

備
し
て
い
る
例
な
ど
も
あ
り
、災
害
時

の
活
用
に
つい
て
検
討
し
て
い
く
。

　
現
在
の
本
庁
舎
は
昭
和
44
年
に
建

設
さ
れ
、平
成
９
年
に
行
っ
た
耐
震
診

断
で
は
、防
災
拠
点
と
し
て
求
め
ら
れ

る
Ｉｓ
値
０・９
を
下
回
る
０・４
と
い
う

数
字
が
示
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、耐
震

診
断
か
ら
20
年
弱
が
経
過
し
、東
日
本

大
震
災
に
よ
る
被
災
も
考
慮
す
る
と

Ｉｓ
値
は
さ
ら
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。震
度
６
強
以
上
の
地
震

で
倒
壊
、崩
壊
す
る
危
険
性
が
あ
り
、防

災
拠
点
と
し
て
の
機
能
マ
ヒ
や
、市
民

や
職
員
が
被
災
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
への
対

応
も
で
き
な
い
な
ど
、防
災
の
面
か
ら

も
課
題
を
抱
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

庁
舎
建
設
の
検
討
に
あ
た
り
、建
設
位

置
、規
模
、公
共
施
設
の
再
編
な
ど
課

題
が
あ
る
が
、災
害
に
強
い
防
災
拠
点

の
構
築
と
い
う
観
点
は
重
要
な
要
素

で
あ
る
。今
後
、議
員・市
民
の
意
見
等

を
十
分
に
取
り
入
れ
な
が
ら
早
急
に

検
討
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

東日本大震災時に活躍した手押しポンプ

高齢者見守り事業や地域での
支え合いなどにより老老介護
等の問題に対応していく
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対
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しもつま市議会だより７ 第２０７号 ６

実
施
し
て
い
る
。再
発
防
止
策
と
し
て
、

職
員
に
対
し
て
現
金
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
事
務
室
内
で
保
管
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、ま
た
、や
む
を
得
ず
保
管
す

る
場
合
は
必
ず
、会
計
課
や
く
ら
し
の

窓
口
課
の
金
庫
等
に
保
管
す
る
よ
う

改
め
て
厳
し
く
指
導
し
て
い
る
。さ
ら

に
、庁
舎
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
な
ど
建
物
に
つ
い
て
も
不
審
者
対
策

を
講
じ
て
い
る
。再
び
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
引
き
続
き
管
理
体
制
の

強
化
に
努
め
て
い
く
。
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　高
齢
化
社
会
が
進
む

　
　
　
　
　に
伴
い
、
介
護
を
必
要

　
　
　
　
　と
す
る
要
介
護
高
齢
者

の
数
も
増
加
し
て
い
る
。介
護
保
険
制

度
の
創
設
か
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
が
増
え

て
い
る
が
、未
だ
施
設
へ
の
入
所
待
ち

の
方
が
い
る
現
状
と
増
え
て
い
く
要
介

護
高
齢
者
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。介
護

施
設
や
介
護
専
門
職
員
の
不
足
な
ど

課
題
が
あ
る
が
、行
政
と
し
て
対
策
に

取
り
組
む
必
要
性
に
せ
ま
ら
れ
る
と
思

う
が
、ど
う
考
え
る
か
伺
う
。

　
　
　
　
　  

本
市
に
は
民
間
事
業

　
　
　
　
　
者
に
よ
り
整
備
さ
れ
た

　
　
　
　
　
広
域
型
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
４
施
設
、地
域
密
着
型
の
小

規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
１
施
設

が
あ
り
、待
機
者
は
合
計
92
名（
平
成

28
年
３
月
現
在
）で
あ
る
。う
ち
、37
名

は
在
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、

ほ
か
の
方
は
医
療
機
関
へ
入
院
中
、老

人
保
健
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

の
介
護
施
設
に
入
所
の
状
況
に
あ
る
。

各
施
設
へ
の
入
所
は
、申
込
が
さ
れ
る

と
、生
活
相
談
員
や
看
護
師
等
の
介
護

従
事
者
及
び
市
職
員
に
よ
る
入
所
検

討
委
員
会
に
よ
り
、必
要
性
の
評
価
と

入
所
順
位
の
ラ
ン
ク
付
け
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
結
果
、入
所
希
望
者
名
簿
に
登
載

さ
れ
、入
所
者
が
決
定
す
る
。こ
う
し

た
施
設
入
所
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、現

行
の
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画・第
６
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
も
増

加
し
て
い
く
と
予
測
し
て
い
る
。し
か

し
な
が
ら
、介
護
施
設
の
整
備
は
、高

齢
化
の
進
展
に
伴
う
需
要
と
民
間
業

者
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
一
方
、高
齢

者
が
尊
厳
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
す「
地
域
包
括
ケ
ア
」に

お
い
て
は
、高
齢
者
一
人
一
人
の
状
態
に

応
じ
て
、地
域
の
様
々
な
支
援・サ
ー
ビ

ス
を
活
用
し
、住
み
慣
れ
た
家
庭
・
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

の
充
実
を
重
視
さ
れ
て
い
る
。日
常
生

活
の
世
話
や
機
能
訓
練
、健
康
管
理
等

を
行
う
介
護
施
設
は
、そ
の一
端
を
担

う
も
の
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

る
。

　
今
後
は
、平
成
37
年
度
の
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
見
据
え
、長

期
的
な
視
野
に
立
ち
、需
要
と
供
給
、

給
付
費
と
保
険
料
等
の
バ
ラ
ン
ス
を
総

合
的
に
判
断
し
、地
域
の
実
情
に
合
っ

た
計
画
を
策
定
し
て
、施
設
の
整
備
等

に
あ
た
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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今後、平成37年度を最終期限とする庁舎建設に係る
基本構想を策定していく

施設への入所待ちや要介護高齢者への対応が
大きな問題となっている
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人
ホ
ー
ム
入
所
待
ち

の
実
態
に
つ
い
て

松
田
利
勝

　議
員
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公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ

　
　
　
　
　メ
ン
ト
基
本
方
針
の
概

　
　
　
　
　要
と
方
針
を
踏
ま
え
た

上
で
の
砂
沼
周
辺
開
発
、市
庁
舎
の
あ

り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
本
年
３
月
に
下
妻
市

　
　
　
　
　
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ

　
　
　
　
　
ン
ト
基
本
方
針
を
策
定

し
、本
年
度
は
本
市
独
自
の
取
組
と
し

て
下
妻
市
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

実
施
計
画
を
策
定
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。施
設
の
利
用
度
や
運
営
コ
ス

ト
、経
過
年
数
や
耐
震
性
能
な
ど
を
も

と
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
公
共
施
設
に
つ
い
て

統
廃
合
や
複
合
化
な
ど
の
再
配
置
、ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
低
減
の
た
め
の
長

期
保
全
計
画
な
ど
の
方
針
を
定
め
る

も
の
で
あ
る
。実
施
計
画
の
策
定
は
、

市
議
会
、市
民
の
意
見
を
十
分
に
取
り

入
れ
な
が
ら
行
う
予
定
で
あ
る
。ま
た
、

立
地
適
正
化
計
画
と
し
て
、現
状
及
び

将
来
に
お
け
る
都
市
構
造
上
の
課
題

の
分
析
な
ど
各
種
施
策
と
連
動
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
検
討
な
ど
の
基

礎
的
な
調
査
を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。ま
た
、財
政
課
施
設
経
営
係

を
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
専
任

部
署
と
し
て
組
織
強
化
し
、目
標
達
成

に
取
り
組
み
、施
設
の
統
廃
合
や
複
合

化
、大
規
模
修
繕
等
を
効
率
よ
く
組

み
合
わ
せ
、将
来
の
財
政
負
担
の
低
減
、

平
準
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
で
あ

る
。

　
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方

針
に
公
共
施
設
の
新
規
整
備
は
原
則

と
し
て
行
わ
な
い
と
あ
る
が
、砂
沼
周

辺
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
は
、

基
本
方
針
の
策
定
着
手
以
前
に
計
画

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、基
本
原
則
の
対

象
か
ら
除
外
し
て
い
る
。ま
た
、交
流

広
場（
ｗａ
ｉｗａ
ｉ
ド
ー
ム
し
も
つ
ま
）

は
来
年
度
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
お

り
、当
面
は
市
が
運
営
す
る
こ
と
で
準

備
し
て
い
る
が
、指
定
管
理
者
制
度
に

よ
る
運
営
が
可
能
と
判
断
し
た
場
合

は
変
更
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
。広
場
の
設
置
目
的
や
性
質
か
ら
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
市
民
が

運
営
に
か
か
わ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
議
論
を
深

め
検
討
を
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
本
庁
舎
建
設
は
公
共
施
設
等
再
配

置
の
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、複
合
化
、

民
間
活
力
導
入
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
創

出
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。今
後
、基

本
構
想
を
策
定
、合
併
特
例
債
の
期

限
で
あ
る
平
成
37
年
度
を
最
終
期
限

と
考
え
て
い
る
が
、本
庁
舎
の
耐
震
性

を
考
慮
し
、前
倒
し
で
検
討
を
進
め
て

い
く
も
の
で
あ
る
。
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　老
老
介
護
の
末
に
介

　
　
　
　
　護
に
疲
れ
た
妻
あ
る
い

　
　
　
　
　は
夫
が
そ
の
配
偶
者
を

殺
害
す
る
と
い
う
悲
惨
な
事
件
が
頻

繁
に
起
き
て
い
る
。行
政
と
し
て
、こ
の

よ
う
な
事
件
が
起
ら
な
い
よ
う
に
努
力

し
て
も
ら
い
た
い
。老
老
世
帯
、独
居
老

人
に
関
す
る
介
護
の
問
題
点
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
、解
決
す
る
た
め
に
は
何

が
必
要
な
の
か
を
問
う
。

　
　
　
　
　  

高
齢
化
率
が
25
％
を

　
　
　
　
　
超
え
た
現
在
、
高
齢
者

　
　
　
　
　
が
高
齢
者
を
介
護
す
る

老
老
介
護
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。老

老
介
護
が
お
こ
る
理
由
は
、核
家
族
化

に
よ
り
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
え
、

介
護
さ
れ
る
側
が
自
宅
介
護
を
望
み
、

介
護
す
る
側
も
そ
れ
に
応
じ
る
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
、自
宅
介
護
を

望
む
理
由
は
、公
的
支
援
に
抵
抗
を
感

じ
自
分
た
ち
だ
け
で
対
処
し
よ
う
と

す
る
場
合
や
、費
用
に
不
安
が
あ
る
、

周
辺
に
施
設
が
な
い
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。老
老
介
護
で
危
惧
さ
れ
る
の

は
、介
護
す
る
側
が
病
気
に
な
り
共
倒

れ
に
な
る
こ
と
、介
護
疲
れ
に
よ
る
虐

待
や
無
理
心
中
な
ど
の
事
件
に
発
展

し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
れ
ば
、介
護
支

援
専
門
員
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者

が
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
周
囲
の
協
力
を

求
め
や
す
い
環
境
が
で
き
、必
要
な
時

に
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
も
可

能
と
な
る
。し
か
し
、外
と
の
つ
な
が
り

を
持
た
な
い
家
庭
は
、ど
こ
に
協
力・支

援
を
求
め
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い

場
合
も
あ
る
。そ
の
よ
う
な
家
庭
を
い

か
に
見
い
だ
し
、支
え
て
い
く
の
か
が
課

題
で
あ
る
。本
市
の
相
談
窓
口
は
、地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。一人
暮

ら
し
高
齢
者
の
安
否
確
認
等
も
民
生

委
員
の
協
力
の
も
と
、さ
ら
な
る
周
知

を
し
て
い
く
。

　
国
で
は
、高
齢
者
が
介
護
が
必
要
な

状
態
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、介
護
、

医
療
、介
護
予
防
、生
活
支
援
、住
ま
い

を
包
括
的
に
提
供
す
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。本

市
で
は
、地
域
住
民
が
支
え
合
う
ま
ち

を
つ
く
ろ
う
と
、住
民
参
加
の「
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
勉
強
会
」を
立
ち
上
げ

た
。今
後
も
、高
齢
者
の
見
守
り
を
目

的
と
し
た
事
業
や
民
生
委
員
や
地
域

住
民
同
士
が
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
際
は
、地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
ぐ
と
い
う

シ
ス
テ
ム
や
地
域
住
民
が
支
え
合
う
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。そ

う
す
る
こ
と
で
、高
齢
者
の
孤
立
を
防

ぎ
、住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
安
心

し
て
幸
せ
な
暮
ら
し
を
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
、老
老
介
護
の
問
題
解
決

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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　災
害
時
に
お
け
る
断

　
　
　
　
　水
対
策
に
つ
い
て
民
間

　
　
　
　
　の
井
戸
を
活
用
す
べ
き

と
思
う
が
見
解
を
問
う
。ま
た
、耐
震

強
度
の
あ
る
庁
舎
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
東
日
本
大
震
災
の
際

　
　
　
　
　
に
は
上
水
道
の
配
管
が

　
　
　
　
　
被
災
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、長
時
間
断
水
し
た
経
緯
が
あ
る
。

本
市
の
浄
水
場
に
は
災
害
時
に
給
水

を
継
続
で
き
る
よ
う
、自
家
発
電
設
備

を
備
え
て
あ
る
が
、地
震
に
よ
る
水
道

管
の
破
損
な
ど
不
測
の
事
態
に
も
備

え
る
必
要
が
あ
る
。民
間
の
井
戸
に
つ

い
て
、平
成
16
年
度
に
行
っ
た
旧
下
妻

市
で
の
調
査
で
は
、全
体
で
確
認
さ
れ

た
３
１
４
基
の
う
ち
、手
動
の
井
戸
は

７
基
で
、こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
再
調
査
す

る
必
要
が
あ
る
。こ
れ
ま
で
旧
千
代
川

地
区
の
調
査
は
し
て
お
ら
ず
、災
害
時

に
活
用
で
き
る
井
戸
の
把
握
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。避
難
所
な
ど
公
共

施
設
へ
の
井
戸
の
設
置
は
、手
洗
い
な

ど
の
生
活
用
水
と
し
て
利
用
で
き
る
こ

と
か
ら
、断
水
時
や
停
電
時
に
有
効
な

対
策
だ
と
考
え
て
い
る
。他
市
で
は
避

難
所
と
な
る
小
中
学
校
に
井
戸
を
整

備
し
て
い
る
例
な
ど
も
あ
り
、災
害
時

の
活
用
に
つい
て
検
討
し
て
い
く
。

　
現
在
の
本
庁
舎
は
昭
和
44
年
に
建

設
さ
れ
、平
成
９
年
に
行
っ
た
耐
震
診

断
で
は
、防
災
拠
点
と
し
て
求
め
ら
れ

る
Ｉｓ
値
０・９
を
下
回
る
０・４
と
い
う

数
字
が
示
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、耐
震

診
断
か
ら
20
年
弱
が
経
過
し
、東
日
本

大
震
災
に
よ
る
被
災
も
考
慮
す
る
と

Ｉｓ
値
は
さ
ら
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。震
度
６
強
以
上
の
地
震

で
倒
壊
、崩
壊
す
る
危
険
性
が
あ
り
、防

災
拠
点
と
し
て
の
機
能
マ
ヒ
や
、市
民

や
職
員
が
被
災
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
への
対

応
も
で
き
な
い
な
ど
、防
災
の
面
か
ら

も
課
題
を
抱
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

庁
舎
建
設
の
検
討
に
あ
た
り
、建
設
位

置
、規
模
、公
共
施
設
の
再
編
な
ど
課

題
が
あ
る
が
、災
害
に
強
い
防
災
拠
点

の
構
築
と
い
う
観
点
は
重
要
な
要
素

で
あ
る
。今
後
、議
員・市
民
の
意
見
等

を
十
分
に
取
り
入
れ
な
が
ら
早
急
に

検
討
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

東日本大震災時に活躍した手押しポンプ

高齢者見守り事業や地域での
支え合いなどにより老老介護
等の問題に対応していく

防
災
対
策
の
強
化

に
つ
い
て

程
塚
裕
行

　議
員

老
老
介
護
の
問
題
点

に
つ
い
て

中
山
政
博

　議
員

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

一　般　質　問一　般　質　問
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実
施
し
て
い
る
。再
発
防
止
策
と
し
て
、

職
員
に
対
し
て
現
金
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
事
務
室
内
で
保
管
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、ま
た
、や
む
を
得
ず
保
管
す

る
場
合
は
必
ず
、会
計
課
や
く
ら
し
の

窓
口
課
の
金
庫
等
に
保
管
す
る
よ
う

改
め
て
厳
し
く
指
導
し
て
い
る
。さ
ら

に
、庁
舎
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
な
ど
建
物
に
つ
い
て
も
不
審
者
対
策

を
講
じ
て
い
る
。再
び
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
引
き
続
き
管
理
体
制
の

強
化
に
努
め
て
い
く
。
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弁



17
日
　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
　
　
正
副
会
長
会

19
日
　
月
例
会

      

　
全
員
協
議
会

     

　 

議
会
改
革
検
討
委
員
会

31
日
　
全
国
市
議
会
議
長
会

　
　
　
定
期
総
会

６
日
　
議
会
運
営
委
員
会

８
〜
17
日

　
　
　
第
２
回
下
妻
市
議
会

　
　
　
定
例
会

８
日
　
本
会
議

　
　
　
議
案
上
程
、
説
明

９
日
　
本
会
議
　
議
案
質
疑

     

　 

総
務
委
員
会

      

　
文
教
厚
生
委
員
会

10
日
　
経
済
建
設
委
員
会

13
日
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
議
会
改
革
検
討
委
員
会

14
日
　
本
会
議
　
一
般
質
問

15
日
　
本
会
議
　
一
般
質
問

      

　
議
会
運
営
委
員
会

      

　
経
済
建
設
委
員
会

17
日
　
本
会
議
　
委
員
長
報
告
、

　
　
　
質
疑
、
討
論
、
採
決
、

　
　
　
閉
会

　
　
　
第
１
回
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
議
会
改
革
検
討
委
員
会

５
・
６
日

　
　
　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
　
　
視
察
研
修
会

６
〜
８
日

　
　
　
文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
行
政
視
察

　
　
　（
北
海
道
恵
庭
市
・
江
別
市
）

11
〜
13
日

　
　
　
総
務
委
員
会
行
政
視
察
　
　

　
　
　（
大
阪
府
泉
大
津
市
・

　
　
　 

奈
良
県
橿
原
市
）

12
〜
14
日

　
　
　
経
済
建
設
委
員
会

　
　
　（
新
潟
県
南
魚
沼
市
・
三
条
市
）

17
・
18
日

　
　
　
福
井
県
あ
わ
ら
市
と
の

　
　
　
姉
妹
都
市
交
流
に
関
す
る

　
　
　
視
察
研
修

20
日  

月
例
会

　
　
　
第
２
回
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
議
会
改
革
検
討
委
員
会

28
日
　
茨
城
西
南
地
方
広
域

　
　
　
市
町
村
圏
事
務
組
合

　
　
　
議
会
臨
時
会

３
日
　
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
広
域
連
合
議
会
全
員
協
議
会

◆  

５  

月

◆  

６  

月

◆  

７  

月

◆  

８  

月

多賀谷左近三経公の墓前にて

　
平
成
28
年
７
月
17
・
18
日
の
日
程

で
、
福
井
県
あ
わ
ら
市
に
お
い
て
姉

妹
都
市
交
流
に
関
す
る
視
察
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
の
目
的
の
一
つ
は
、

姉
妹
都
市
と
し
て
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
交
流
を
ど
う
進
め
る
か
で

し
た
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

改
築
し
た
金
津
本
陣
イ
コ
ッ
サ
で
、

全
国
的
に
も
教
育
水
準
が
高
い
、
あ

わ
ら
市
の
学
校
教
育
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
図

書
館
や
郷
土
歴
史
資
料
館
、
市
民
文

化
研
修
セ
ン
タ
ー
の
複
合
施
設
と
な

っ
て
お
り
、
図
書
館
に
は
、
下
妻
市

の
特
設
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
然
豊
か
な
北
潟
湖
に
隣

接
し
た
県
立
芦
原
青
年
の
家
を
視
察

し
ま
し
た
。
５
万
㎡
と
い
う
こ
の
施

設
は
、１
２
０
名
の
宿
泊
が
可
能
で
、

カ
ヌ
ー
、
テ
ン
ト
泊
体
験
、
天
体
観

測
、
化
学
実
験
な
ど
の
活
動
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
整
備
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
施
設

で
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
交
流

を
図
れ
る
よ
う
私
た
ち
が
支
援
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
歴
史
行
事
へ
の
参
加

交
流
で
し
た
。
多
賀
谷
左
近
三
経
公

の
墓
所
を
訪
れ
た
の
ち
、
金
津
本
陣

ま
つ
り
で
初
め
て
実
施
さ
れ
る
武
者

行
列
に
参
加
す
る
な
ど
に
よ
り
、
多

く
の
あ
わ
ら
市
民
の
皆
様
や
関
係
者
、

議
会
の
皆
様
と
広
く
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
姉
妹
都
市
交
流
が
末

永
く
続
き
、
両
市
の
交
流
が
ま
す
ま

す
盛
ん
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

あ
わ
ら
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
に
関
す
る
視
察
研
修

意　見　書

ＴＰＰ協定の国会批准をしないことを求める意見書

　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）は、重要５品目の３割の関税を撤廃するほか、米の輸入枠の拡大、牛・

豚肉での関税引き下げなどの大幅な譲歩をおこなうとしています。くわえて、その他農産品では98％の関税

撤廃を合意しており、本県の農業生産にとって重大な影響が懸念されます。

安倍政権は、ＴＰＰの今国会での承認を見送らざるをえなかったものの、参議院選挙後の臨時国会での早期

承認を狙っています。

　今国会のわずかな審議の中からも、①ＴＰＰ協定には関税の撤廃・削減をしない「除外」規定が一切存在

しないこと、②付属書で、日本だけが農産物輸出大国５カ国との間でさらなる関税撤廃に向けた見直し協議

を特別に義務付けられていること、③一切手を付けさせなかったという155の細目も、品目で見れば「無傷」

のものはただの一つもないという事実を、石原ＴＰＰ担当相と森山農相は、認めざるをえませんでした。

　これらの内容が「農林水産分野の重要五品目などの聖域の確保を最優先し、それが確保できないと判断し

た場合は、脱退も辞さないものとすること」（2013年４月18日・19日 衆参 農林水産委員会）とした国会決

議に違反していることは明らかです。

　よって、国会決議に違反するＴＰＰ承認案を撤回するよう努めることを求めます。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

　　　平成28年6月17日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　衆議院議長　　　大島　理森　殿

　　　　　　　参議院議長　　　山崎　正昭　殿

視察研修・議会日誌
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接
し
た
県
立
芦
原
青
年
の
家
を
視
察

し
ま
し
た
。
５
万
㎡
と
い
う
こ
の
施

設
は
、１
２
０
名
の
宿
泊
が
可
能
で
、

カ
ヌ
ー
、
テ
ン
ト
泊
体
験
、
天
体
観

測
、
化
学
実
験
な
ど
の
活
動
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
整
備
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
施
設

で
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
交
流

を
図
れ
る
よ
う
私
た
ち
が
支
援
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
歴
史
行
事
へ
の
参
加

交
流
で
し
た
。
多
賀
谷
左
近
三
経
公

の
墓
所
を
訪
れ
た
の
ち
、
金
津
本
陣

ま
つ
り
で
初
め
て
実
施
さ
れ
る
武
者

行
列
に
参
加
す
る
な
ど
に
よ
り
、
多

く
の
あ
わ
ら
市
民
の
皆
様
や
関
係
者
、

議
会
の
皆
様
と
広
く
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
姉
妹
都
市
交
流
が
末

永
く
続
き
、
両
市
の
交
流
が
ま
す
ま

す
盛
ん
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

あ
わ
ら
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
に
関
す
る
視
察
研
修

意　見　書

ＴＰＰ協定の国会批准をしないことを求める意見書

　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）は、重要５品目の３割の関税を撤廃するほか、米の輸入枠の拡大、牛・

豚肉での関税引き下げなどの大幅な譲歩をおこなうとしています。くわえて、その他農産品では98％の関税

撤廃を合意しており、本県の農業生産にとって重大な影響が懸念されます。

安倍政権は、ＴＰＰの今国会での承認を見送らざるをえなかったものの、参議院選挙後の臨時国会での早期

承認を狙っています。

　今国会のわずかな審議の中からも、①ＴＰＰ協定には関税の撤廃・削減をしない「除外」規定が一切存在

しないこと、②付属書で、日本だけが農産物輸出大国５カ国との間でさらなる関税撤廃に向けた見直し協議

を特別に義務付けられていること、③一切手を付けさせなかったという155の細目も、品目で見れば「無傷」

のものはただの一つもないという事実を、石原ＴＰＰ担当相と森山農相は、認めざるをえませんでした。

　これらの内容が「農林水産分野の重要五品目などの聖域の確保を最優先し、それが確保できないと判断し

た場合は、脱退も辞さないものとすること」（2013年４月18日・19日 衆参 農林水産委員会）とした国会決

議に違反していることは明らかです。

　よって、国会決議に違反するＴＰＰ承認案を撤回するよう努めることを求めます。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

　　　平成28年6月17日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会

　（提出先）　衆議院議長　　　大島　理森　殿

　　　　　　　参議院議長　　　山崎　正昭　殿

視察研修・議会日誌

しもつま市議会だより９ 第２０７号 ８

　



 私たち千代川中学校女子バレーボール部は、３年生４名、２年生３名、１年生６名で日々練習に励んでいま
す。最後の総体では、目標であった県大会出場は達成できませんでしたが、新人戦でも素直な気持ちを忘
れず、そして努力を忘れずに、練習を積んで県大会出場を目指します。また、応援、協力をしてくださる方に
感謝の気持ちを忘れず頑張っていきたいと思います。

　
さ
て
、
７
月
８
月
は
夏
ま
つ
り
の

季
節
で
す
。

　
本
市
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
連
合
渡
御
を
は
じ
め
、

千
人
お
ど
り
や
花
火
大
会
な
ど
の
下

妻
ま
つ
り
の
ほ
か
、
多
く
の
地
域
で

は
神
輿
な
ど
の
伝
統
的
な
ま
つ
り
で

賑
い
を
み
せ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。

　
今
日
で
は
社
会
環
境
の
多
様
化
に

よ
り
、
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
が
希

薄
化
し
て
い
る
中
、
地
域
に
お
け
る

伝
統
的
な
ま
つ
り
は
、
地
域
へ
の
誇

り
や
愛
着
、
貢
献
意
識
な
ど
地
域
の

活
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
住
民
同

士
の
信
頼
関
係
が
醸
成
さ
れ
、
地
域

の
見
守
り
効
果
が
期
待
で
き
る
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
の
ま
つ
り
は
、
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
し
、
子

ど
も
の
郷
土
愛
を
育
て
、
地
域
で
高

齢
者
を
支
え
て
い
く
上
で
、
ま
す
ま

す
重
要
な
行
事
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
つ
り
を
通
し
て
、
は
じ
め
は
小

さ
な
地
域
の
活
力
が
市
内
に
伝
播
し
、

い
つ
か
大
き
な
力
と
な
っ
て
本
市
が

一
層
元
気
の
あ
る
ま
ち
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
全
国
市
議
会
議

長
会
定
期
総
会
及
び
茨
城
県
市
議

会
議
長
会
定
例
会
に
お
い
て
、
議

員
活
動
を
通
じ
て
、
永
年
地
方
自

治
の
発
展
と
市
政
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◇
全
国
市
議
会
議
長
会

　
○
20
年
以
上
勤
続

　
　飯
塚

　薫
（
前
議
員
）

　
○
10
年
以
上
勤
続

    

　原
部

　司

◇
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
○
８
年
以
上
勤
続

　
　廣
瀬

　榮

　
　斯
波

　元
気

10

議会を傍聴しませんか
市議会では皆様の傍聴をお待ちしています。傍聴は、
市議会活動に触れる良い機会です。自分が選んだ議
員の活動や市政の方針などを知ることができます。
傍聴をご希望の方は、議会開催日に本庁舎３階議場
までお越しください。
また、本会議開催中は、本庁舎１階市民ホールのモ
ニターで中継を行っています。

次回の市議会だよりの発行は
11 月 10 日（木）の予定です。
議会だよりへのご意見などご
ざいましたら、下記連絡先ま
でお寄せください。

　問合せ先
議会事務局 （0296）4 3 －2 1 1 1
　　　　　　  （内線 1111・1112）

〈下妻市役所ホームページ〉http://www.city.shimotsuma.lg.jp/

1 1
1111・1112）
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永
年
勤
続
議
員
表
彰

  

第
20
回
鬼
怒
川
流
域
交
流
Ｅ
ボ
ー

ト
大
会
茨
城
県
大
会
が
５
月
15
日

行
わ
れ
、
下
妻
市
議
会
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
発
揮
し
健
闘
し
ま
し
た
が
、
決

勝
進
出
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

非
常
に
暑
い
日
で
し
た
が
、
水
上

で
の
爽
快
さ
と
ス
ピ
ー
ド
感
に
充

実
感
を
得
ま
し
た
。  

  

ま
た
、
２
０
１
９
年
に
茨
城
県
で

開
催
さ
れ
る
『
い
き
い
き
茨
城
ゆ

め
国
体
』
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
イ
バ
ラ
ッ
キ
ー
」
も
登

場
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

Ｅ
ボ
ー
ト
大
会
出
場
！

心 ・ 技 ・ 体  全 員 バ レ ー

次 回 第 3 回 定 例 会 予 定
日　　　　　　程曜日月　日

本　会　議
開　　　会
　（会期の決定・諸報告・議案上程、説明）

水9月 7日

本　会　議（議案質疑）
木9月 8日

　常任委員会（総務委員会・文教厚生委員会）
休　会
　常任委員会（経済建設委員会）金9月 9日
休　会
　予算特別委員会（補正予算）
　決算特別委員会

月9月12日

休　会
　決算特別委員会火9月13日

休　会
　決算特別委員会水9月14日

本　会　議（一般質問）木9月15日

本　会　議（一般質問）金9月16日
本　会　議
　（議案及び請願・陳情に対する委員長報告
　　質疑・討論・採決）
閉　　　会

水9月21日

※日程は都合により変更になる場合があります。




